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ロ シ ア語に お け る 「歴 史的現在」 とそ の 問題点
ω

金　田　一　　真　澄

1．　 は じめ に

　 「歴 史的現在」 は ， 従来 の 言 語学 で は 完全 に は 規定す る こ との で ぎない テ ー

マ で ある 。 ラ ン グ よ りパ ロ
ー

ル を ， 話 し言葉 よ りも書 き言葉を ， 文 よ りも文脈

を ， 話 し手だけ で な く聞 き手を もそれ ぞれ 研究対象 と しなければな らない か ら

で ある 。 そ して また こ の 用法が ， 文体論 ， 修辞学な どの 領域に またが っ て い る

こ とも， 言語学的研究 を困難に して い る。

　従 っ て ， 今 まで の 文法書で は ， 「歴現 」（以後 「歴 史的現在」 を こ う呼ぶ ）の

扱い 方は 著者に よ っ て様 々 で あ り， 著者の 好み や主観が 強 く反映 さ れ た 偏 っ た

もの とな っ て い た 。 以下 に 代表的な もの を 4 つ 挙げる。

　（1）ソ連学 ア カ デ ミ ー
『60年版 Pt シ ア 語文法』

｛2｝ で は ， 不 完了体現在形 の 意味

用法を ， 発話時の 現在， 過去を 表わ す現在， 恆常的現在， 未来 を表わ す現在の

4 つ に 分け て 説閉 して お り， 「歴現」 用法 （即 ち過去 を表わ す 現 嘉） が
“

発話

時の 現在
”

用法 と対等に 扱わ れて い る 。 「歴現」 が こ の よ うに 優遇 され た の は ，

執筆者 B．B．　BMHorpanoB が不 完 了体現在 形 の 第一 義を
“ BHeBpeMeHHOcTb

”

（超時性） と考えて ，

〔3）その 下位 に 上述の 4 つ の 意味用法を置い た た め で あろ

うと思 わ れ る。

　一 方 ， 内容の 面で は ， 文学 の レ ト リ ッ ク と して の 「歴現」 の 例が挙が っ て い

て ， 数行程度 の 使わ れ方を す る場合 と作品全体が現在形で 占め られ る場合の 二

種類の 用法 が取 り上 げ られ て い る 。

　（2）同 じ くソ連科学 ア カ デ ミ ー 『70年版現代 Pt シ ア 語 文 法鯉 で は
，

二 項対立

を 用い て 時称全体を 区分 し ， まず過 去 と非過去 を 分け ， 非過去 を現在 と未来に

分け て い る 。 現在は 更に 本性的現在 （発話時 の 現在） と非本性 的現在 とに 分か

れ ， 「歴 現 」 は ， そ の 非本性的現在 の 4 つ の 用法か ら更 に 外れ た転義用法 とし

て ， 未来用法 と共に 扱われ て い る 。

　説 明は 二 行ほ どで ， 歴史的事実を記述す る場合 の 「歴現」 用法の 例が 1 つ 挙

が っ て い る だけで ， 前述の 『60年版』 が も っ ぱ ら文学的 レ ト リ ッ ク と し て の

一 55 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assoolatlon 　 of 　 Russlan 　 Soholars

「歴現」 用法 の 例 を多数挙げて い た の と好対照を な し て い る 。

（3）チ ェ コ の プ ラ ・ ・ 版 『ロ シ ア 文法』
t5［ で の 時称区 分の 仕方 は ，

　 R ．　Jakobsonの
提 唱 しだ α 時称の 二 項対 立 に 従い ，不 完 ∫体現在形は 無標項

“

非過去
”

と して

位置づ け られ て い る 。 発話時の 現在や 習慣 の 現在 な ど 5 つ の 基本的用法を挙げ

た 後に ， 「歴現」 は 未来を表わ す現在 と共に 転義用法 と して 扱わ れ て い る 。

　 「歴 現」 の 説明 で は ，
m シ ア 語 の 「歴 現」が 不 完了 体現在形 だ け で ある こ と

を 強調 ， 用例は 直接話法 を 導 く動詞 の 例 と歴 史的事実を記述す る場合 の 用法の

二 つ が挙が っ て い る 。

　（4）最 も新 しい ソ 連科学 ア カ デ ミ
ー

『80年版 ロ シ ア 文 法』〔7） （「歴現」 の 項 の 執

筆者は A．B．　BOHIIaPKO） で は ， 不 完了体現在形 の 基 本的用 法 と して 発話時の

現在を 第一
に 挙げ ， 次 に 恒 常的 現在 ， 抽象的現在を 説明 し ， 更に 派生的用法 と

して ， 詩 の 現在 ， 卜書 の 現在 ， あ らす じの 現在 な どの 用法を列挙 ， 最後に 転義

的用法 と して 「歴 現 」 と未来用法が 扱わ れ て い る 。

　内容 的 に は ， 文学 の レ ト リ ッ ク と して の 「歴現」 に つ い て の 説 明が 多 く，特

に 会話文 rFi｛s！ト の 生 き生 き した 効果を与 え る 「歴現」 と ， 地 の 文 中の 語 りの 時間

面 の 一
つ を 表わ す 「歴 現」〔9〕 の 説 明が特微的で あ る 。 例 と して は ，

こ の レ ト リ

ッ ク の 2 つ の 用法 と ， 伝記書の 記 述に 用 い られ る 「歴 現」 の 例 が 挙 が っ て い

る 。

　 こ の よ うに ， 4 つ の 文法書 に お け る 「歴 現」 の 扱い 方は それ ぞ れ きわ め て 個

性的 で あ り， 共 通要素を 見 出す方が 難 しい 程 で あ る 。
こ う した 文 法 書 に よ る

「歴現」 用法 の 扱い 方 の 違 い は ， も と を糺せ ば ， 「歴 現」 の 研究者達 （A．B．

Boii／lapKo ，
［oa］／1

’
1．　C．1〈y3HelloB，

〔功 　H ．　K テi茗kova ，

1王2］ H．　C．　HocnenoB ，

n3〕 E．　H ．

HPOKOUOBHN
，
　
ii，ci そ の 他〔15：ト） の 考 え方 の 違い に 因由す る もの で あ り， 例 え ば ，

HpOKOHOB 困 ，
　Kfi泳 ov6 は 完了体現在 形 に よ る 「歴現」 を ロ シ ア 語に お い て

認め るべ きで あ る こ とを主 張 し ，

  他 の 研究者達 と大 き く意 見 を 異 に して い

る 。

　本 論文 で は ，広義の 「歴現」 を 取 り上 げ ， 様 々 な実例を 挙げ吟味す る こ とに

よ っ て ，
ロ シ ア 語 の 1

．
歴 現」 用法 の 全体像を浮 き彫 りに し ， そ の 整理 した 結果

を もとに 言語学 に お け る 「歴現」 の 1及い 方に つ い て 考察す る もの で ある 。

　実例を 整理 す る際に は ， 便宜 的 に 「歴現」 用法を次の 3 つ に 分けて
， 各分析

を 行な っ た 。

  民衆の 話 し 言葉 の 中で 使わ れ る 「歴現」

一 56 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assoolatlon 　 of 　 Russlan 　 Soholars

  文学の レ ト リ ッ ク と して 使われ る 「歴 現」

  歴史的事実を 記述す る際に 使わ れ る 「歴現」

　こ の よ うに 3 つ に 分類 した 理 由は ，   と  とが極め て 異な る性質を も っ て い

る こ とを 明確に して お きた か っ た か らで あ る 。 従来 の 文法 書で は ，   と  の 違

い に は 比較的敏感で あ っ た が ，   と  との 区別 に つ い て は 殆ん ど触れ られ ず ，

  の 中に   を含め て い る場 合 が多か っ た 。 しか し ， 結 論の とこ ろ で も述べ る よ

うに ，   と  の 違い は 単に 歴 史的に 観て   が 先に あ っ て   か ら  が生 じた とい

うよ うな単純 な違い だ けで は ない
。

　  の 用法で は
， 語 り手が い て 具 体的 な聞 き手を 前に して 自分 の 体験 した こ と

や 聞い た話 しな どを語 っ て聴 か せ る の で あ るか ら ， そ こ で は 語 りヂ主 導型 の 伝

達が行 なわ れ る 。 従 っ て こ の 用法 で は 分析 の 焦点は 語 り手 とな り， 語 り手が ど

の よ うな状況に お い て 「歴 現」 を用 い る の か が問題 とな る 。

　一
方 ，   で は ， 近代文学 の 発達と共に 語 り手 と聞き手の 関係 は ， 作者 と読 者

の 関係へ と移 っ て い く。 そ こ で は ， 作者 は 濤に 見え な い 不 特定多数 の 読者を 柑

手に して 作品 を書か ね ばな らない
。 聞 き手の 表情 を確か め なが らの 語 り手 とは

異 な il　， 近代文学 の 作者は どの よ うな 表現を 用い れ ば読者が どの よ うに反応す

るか とい うこ とを ， あ らか じめ ある程度客観的 に 計算 し ， 予想 しな炉ら作晶を

書か ね ば な らない
。 そ こ で は 作者の 意図は すぺ て テ ク x トを読者が ど う受け と

るか に 依 存 して い る 。 従 っ て こ の 用法 を分析す る際に は 聞 き手の 側 ，
つ ま り文

章テ ク ス トを読 む読み 手の 認知の 仕方が ポ イ ン ト とな る の で あ る 。 （こ の   と

  との 違い は ，
E ．　Benveniste の 「談話」 と 「物語 」の 区分 と も関 連 し て い

る 。 注（8）参照）。

　本論文 で は ， 完了 体現在形 の 例に つ い て は ，
Bo｝i．aapito 等多数派 の 学説 に従

い ， 省略 した 。

［17j

2． 素朴 な民衆の 話 し言葉の 中に 見 られ る 1歴 史的現在」 用法

　O ．Jespersen｛］sl は ， 英語の 「歴 現」 が 他 の 学 者達 の 考 え る よ うに フ ラ ン ス

語や ラ テ ン 語 の 文学か らの 影響 に よ っ て 輸入 され た 用法で は な く， イ ギ リ ス の

古代民衆 の 話 し言葉に あ っ た 用法が 引き継が れ て きた もの で ある とい うこ とを

指摘 した
。

　 卩 シ ア 語の 場合 も同様 の こ とが 言 え る と思 わ れ る 。

　例 えば ，
A．　A．　rlOTe6H∬圃 は ， 古代 ロ シ ア 語の 時代に お い て 民衆 の 話 し言 葉

の 中で 「歴 現 」 が さか ん に 用い られ て い た こ とを 示唆 して 次の よ うに 述べ て い
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る 。

　 「古代 ロ シ ア 語で 書か れ た 『オ ス ト 卩 ミ
ー

ル 福音 書』を初め ， そ の 他 ， 古代

教会ス ラ ヴ語 で 書か れた 翻訳書に お い て も ， 原書の ギ リシ ア 語の 「歴現」 で 書

か れ た箇所 は ア オ リス ト時称で 翻訳 され て い て
， 現在時称は 殆ん ど現わ れ て い

ない
。

こ の こ とは 当時の 翻訳者達が ， 原文 を古代 ロ シ ア 語 の 「歴現」 で 翻訳す

るこ とは文体的に 見 て あ ま りに 口 語的で ， 俗語的な色彩が強す ぎる と判断 して ，

そ れ を回避す る意味 で ア オ リス トを 用 い た の で は な い か … …
」

　
一 方 ，

Ky3HeuOB   は ， 古代 ロ シ ア の 文学作品 『イ ー ゴ リ遠征物語』 に お い

て 「歴現」 が 多用 され て い る事勢
1
愉 指摘 し ，

こ うした 「歴現」 の 用法を ， 語

り手に よ る主観性表現 で あ る と述べ て い る 。

〈例 1＞ea　Tpy6Ll　T．PYo
”

flTb　Bb 　HoBもrpa 以も
，
　cToHTb 　cTH3H 　Bb 　HyTHBn も；Hropb

　　　　 冫K 双eTrb　MHJIa 　6paTa　BceBo刀o 双a ．

　庶民 の 話 し言葉 と して 用 い られ た 「歴現」 は ， 古代 P シ ア 文学 の 中だ けで な

く，
口 碑文学 の ブ イ リ

ー
ナ や 民話 の 中に もさか ん に 用い られ て い る岬

く例 2＞as　Ci〈opo 　1・IBai・i　Ha　llBop　”pH6e＞Kan ，

　　　　HUpHxo 照 oH 　Bo 　cBeT 訂y　rp甑 HI・

　　　　Ko　BermKoMy 　I〈Hfi3K ） BJanHMepy
，

　　　　CnacoBy　o6pa3y 　MO ，nHTCsl
，

　　　　AB ∬a 双HMHpy −KH ∬3K ） K』aHHeTCfi

＜修rij　3 ＞飼 1
”
lo6naronapHn　ero 　BacHJIHZa−ilapeBHu，

3annaKaJI 　H　IIomen ．．．

　　　　BoT　oH 　H基£！双a
．
H 丑e

王　no 　y冊 狽 e
，　 H　HoHa ムaeTcH 　eMy 　HaBcTpegy

　　　　rαπy6a∬ IIIanKa ： cnpal 皿 HBaeT 　ero ．．．

　n．　C．JIHxaqeB鮒 は ，
ブ イ リ

ー
ナ の テ ン ス 機能に 関 して ， 主人公の 急激 な動

きの 描写 に 対 して は 過去形が ， ゆ っ く りした動 きに対 して は 現在形が それ ぞれ

使わ れ やすい こ と を 指 摘 し て い る 。 〈例 2 ＞ で も，
Hpn6e ｝Kan

，
　 flPHXOIIHT

，

MonHTCfi
，　KJIaHHeTCfi とな っ て ， 指摘通 りの 傾向を示 し て い る 。 〈例 3＞は ア

フ ァ ナ ーシ ェ フ の 民話集か ら採 っ た 例で ある が ，
こ こ で の 現在形 の 用法は 〈例

2 ＞ の 場合 と異 な っ た 傾向を 見せ て い て ， 更 に 別 の 要因を考慮 しな けれ ば な ら

ない
。

　次 に 民 衆の 生 き生 き した 言葉 を反映 した 作品 ， ク ル イ ロ
ー

フ の 『寓話詩』 を

見 て み る。

〈｛列4 ＞聞 Ho　Y・IMIIaM 　CnoHa 　BOIIHJIIi
，
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　　　　1〈aK 　BH 』〔HO 　HanOKa3 −

　　　　H3．　BecTHO
，
　uTo 　CnoHbl　B　AYIKoBンIHKY 　y　Hac −

　　　　Talく 3a　CJloHoM　ToMlbl 　3eBaK 　xo 皿HJIH

　　　　OTKoJエe　HH 　Bo3bMHcb
，
　HaBcTpeqy 　iMocbKa 　HM ．

　　　　yBH
，
lleBluH 　CnoHa

，
　HY 　Ha 　Hero 　MeTaTbcfl

，

　　　　レIJIaflTb
，
　H 　BH3 冫KaTb

，
　H 　PBaTbCH，

　　　　Hy
・
TaK 　H 璽e3e竺 BnpaKy 　c　HHM ，

　　　　《CocenKa，　nepecTaHb 　cpaMHTbcH
，

一一一一一

　　　　E且 IllaBI〈a　 roBopHT
，

− Te6e 　 nb 　c　CnoHoM 　 Bo3nTbcfl 　？

こ の 例で ， 「つ れ て い か れ た 」 「つ い て行 っ た 」 は 過宏形 で ， そ の 後の 「（けん

か を）引 き起 こす」「言 う」 は 現在形 で表わ されて い る。

　A．H ．　rBO3JleBosは r寓話詩』 に 言及 し て ， こ れ らの 寓話の 中に は 導入部 が

過去形で ， そ の 後の 展開部に 「歴現」 が 用い られ て い る作品が少な くない こ と

を 指摘 し ， 作品名凶 を列挙 して い る 。

　 こ の よ うに ， 物語 の 初め に 過去形 が 用い られ ， そ の 後現在形が 現わ れ る とい

うパ タ ー
ン は ， 民衆が 自分達の 体験談を話 して 聞か せ る時に見 られ る ，

ご く自

然 な テ ン ス 用法 の パ タ ー ン で あ る よ うに 思わ れ る 。 換 言す る と， 初め に 叙述を

担 っ た過去形が
， 物語全体が過去 に 属す る もの で ある とい う認識を 聞 き手に 与

え る 時間的位置づ けの 役割 mo：を して い る とす るな らば ， そ の 過去形の 枠組の 中

で 用い られ る現在形は 一 種 の
“

無時間性
” “

超時性
”

あ る い は
“

同時性
”

と し

て 機能 して い る と考え られ る 。 こ の よ うな用法は ， テ ン ス の
一

般 に 有す る
“

冗

長性
” tl1｝を逆手に と っ た もの と見 る こ ともで きそ うで ある 。

　そ の 他 ， 民衆の 用い る 「歴現」 用法 の 特微 と して ， 直接話法を導入 す る動詞

（言 う ， 語 る ， 答 え る …… ）の 現 在形 の 多用 が 挙げられ ，
フ ォ

ー ク ロ ア や それ

に 近い 文体を用 い る文学作品に 見 る こ とが で きる 。

＜イ列5＞翩 BJIa双blKo 　H 　roBopflT ：

　　　　《Tbl　JIH　DTo ，
　npecBHTo 益 oTqe 　CeprHe〜》

　　　　Ayro ，qHnK 　QTBeqaeT ：

　　　　《分， pa660 凪 曲 Φ HmapeT 》．

　　　　BJIaAblKo　 cHpa 田 HBaK ）T　l

　　　　《
しITo ＞Ke　TBoeH 　qHcToTe 　yro八Ho 　oT 　Moero 　He 汲ocToHHcTBa ？》

　　　　AcB ∬To 益 CeprvaVa　oTBeqaeT ：

　　　　《MHAOCTH 　xoury 》．

一 59 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assoolatlon 　 of 　 Russlan 　 Soholars

　　　　《KoMy 冫Ke 　nOBeJIHHIIb 　HB 孟征Tb 　ee　2》

　　　　AyroAHHK 　H　HaHMeHOBaJI 　 Toro 　florlHKa
，
　 qTo ＿

　 こ の 例は ， フ ォ
ー

ク 卩 ア や 民衆 の 言葉 に深い 関心 を示 した レ ス コ ー フ の 『魅

せ られ た 旅人』 か ら採 っ た もの で ある が ， 「歴現」 の こ の よ うな 用法は ， 『プ ラ

ハ 版 ロ シ ア 文法』 の 中だ けに 見 られ る もの で ， 他 の 文法書で は
一

切触れ られ て

い ない 。

  標 準 卩 シ ア 語か ら外れ た 俗語的用法 と見 な さ れ て ，斥け られた こ と

に よ る もの と も考え られ る 。

　こ の よ うな 用法は ，
P シ ア 語 だ け で な く， 英語の 直接話法導入動詞

“

say
”
幽

や 日本語の 古典 鸛1
の 中に も見られ る傾 向で ある 。

3．　 文学の レ トリ ッ クと して の 「歴史的現 在」 用 法

　 （1）「歴 現」 を最初に 洗練 され た 文学的手法 として 用い た作家は ， や は りプ ー

シ キ ン で あろ うと思わ れ る 。 そ れ まで の 「歴 現」 用法が ， 単 に 民衆の 話 し言葉

の 中の 言い 同 し と して の 「歴現」 を 文章中で そ の ま ま文字化 した に 過 ぎなか っ

た の に 較べ て ，
プ ーシ キ ン は ， レ ト リ ッ ク と して の 機能 （例 えば ， 生 き生 きと

した 臨場感を 読者に 呼び 起 こ す こ と）を意図 して
， 読者に 対 して 最 も効果的な

場面 に お い て 「歴現」 を用い た の で ある 。

〈fflj　6＞t3n… CHMbBHO　cTan 　B　MeHg 　npHllenHBaTbcfl ．　B皿pyr八BepH 　oTBopMnHcb ，

　　　　 Ma 田 a　B6ePaeT 　M　C　BM3rOM 　KH 双aeTCH 　MHe 　 Ha 田 elO ．

＜1列7 ＞tsg　B ∋To 　BpeMfi 　H3　Tonnbl 　Hapona ，　Bvl冫1〈Y ，　 BblcTynHn 　 Mo 員 CaBenbHq，

　　　　Ilo ．qxom ｛T　K　nyraqeBy　H　no 八aeT 　eMy 　，nlicT　6yMarva．　分　He 　Mor

　　　　旦鯉 興 aTb
・
HTO 　n3　TOrO 　Bbl 触 eT ・

　 〈例 6 ＞『そ の 一 発』 で は ， 伯爵の 語 りの 中で 「歴現」 が用い られ て い る 。

物語は ク ラ イ マ ッ ク ス を 迎 え ， 突 如 伯 爵 夫 人 が飛び込 ん で くる 場 面で ，

“

Bnpyr
”
：鋤 と呼応す る よ うに 現在形が 現 わ れ る 。

こ の 語 りの 現在形 へ の 移行

に よ っ て ， 揚面 は緊迫の 度を 増 し ， 読者は 現在形 の 有す る
“
物語 の 進展時聞 の

停止
”
機能 ile〕に よ っ て ， 映 画の ス ロ ーモ ー シ ョ ン 場面 を見 る よ うな感覚で 息を

詰め るの で あ る 。

　 ＜例 7 ＞『大尉 の 娘』 で は ， ii人 公 の 「私 」が 見た 光景が ， 地 の 文中で 「歴

現」 に よ っ て 描写 され てい る
。

“

BH ｝Ky
”

と現在形の 呼応 に よ っ て ， 主 人公 の

見 た情景が追体験 して い る読者の 眼前に あ りあ りと浮か び上 が っ て くる効果を

狙 っ て い る の で あ る 。

　 ＜例 6＞ の タ イ プ を 「突然展開型」 （ま た は 「レ ー マ 強調型」）， ＜例 7＞ を
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「視覚動詞型」 と呼ぶ とする と，
プ ー シ キ ン の 散文小説 に お け る 「歴現」 用法

は ， 殆ん どこ の 2 つ の 型の どち らか に 分類す る こ とが で きる。

　 こ うした こ とか ら ， プー シ キ ン は 「歴 現」 を レ ト リ ッ ク と して 意識 して 用 い

て お り， 主 と して ク ラ イ マ ッ ク ス を盛 り上 げる効果 （突然展 開型） と， 読 者の

眼 前に 情景が 浮か び 上 が っ て くる効果 （視覚動詞型）を意 図 して い た こ とが わ

か る
。

『80年版 ロ シ ア 文法』 で 「歴 現」 の 典型 と して 挙げ られ た 例幼 も， 実は

こ の 「視覚動詞型」用 法 で あ り （例 文 中に
“

　rnflAb
”

が 含 まれ て い る ）， それ

故生 き生 ぎした 描写効果を 生み 出 して い る が ， 「歴 現」用法 の すべ て が こ の 効

果を持 っ て い る わ けで は な い
。

　 プ ーシ キ ン の 用法 で 見逃 して な らない こ とは ，

一 つ は 彼 の 用 い た 「歴 現」 が

数行程 度 の 比較的小規模な用法で あ る とい うこ とで あ る
。 そ の 理 ［hは ， 恐 ら く

彼 の 用 い た 厂歴 現 」 が そ の 効果を最大 限 に 発揮す る 状況 が ， 過去時称か ら現在

時称 へ の 交替の 瞬聞に お い て で ある とい うこ とを プ ー
シ キ ン が 見抜い て い た か

ら で は ない か と思わ れ る 。 彼 の 用法 の も う一 つ の 特徹は ， 彼 の 用 い た 「歴 現」

の 殆 ん どが ， 登場 人物の 語 りの 中 （全散文小説 に お い て 5 例）か ， また は 1 人

称小説 の 主 人公 で ある 「私」 の 語 りの 中 （同 9 例 ）で 用 い られ た もの で あ り，

3人 称小 説 の 地 の 文 中で 用い られ た 「歴現一1は 1 例 （『ド ゥ ブ ロ フ ス キ イ 』）9P・

に す ぎない こ とで あ る 。
こ の よ うに 常に 話老 （語 り乎）が 具体的に い て ， そ の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 　　　　■　　　　 　　　 　　　　　■　　　 ■　　　 ■　　　 　　　　　コ

人 の 語 りの 中で 「歴 現 」 が 用い られ て い る とい うこ とは ，
プ ー シ キ ン の 用 い た

　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　り　　 　　　　■　　　　　　　 　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　コ　　　　　　　ロ　　 　　　　コ　　　■ 　　　　 　　　の　　　　 　　　り 　　　■　　　e　　　　 　　　　　　リ

レ ト リ ッ ク と し て の r歴 現」 も ， 結局 ， 民衆 の 話 し言葉 の 中 で 羂い られ る 「歴
　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　■　　 　 　　　■　　　　　　　■　　 　

現」 と深い とこ ろ で 結び つ い て い る こ とを示 して い る と思わ れ る 。

　  P シ ア 文 学 の 中で ， 「歴 現」を レ ト リ ッ ク と して よ り徹底 させ て ， 作品の 中

で 多用 した の は チ ェ
ー

ホ フ で ある 。 彼の 作品 に お い て は ， 「歴 現 」 は 小説 の 地

の 文 の 中で ， しか も多 くが語 り手 の 具体的に 存在 しな い 非人称的語 り， 即ち 3

人称小説の 地 の 文中で 用 い られ て い る 。

＜例 8＞幽 qepe3　6a3apHyro　 mlo 皿 a陣 　 xfLeT 　 no 説 則 磁 cK 舳 　Haa3HpaTenb

　　　　OHyMenoB　B　IIoBoth 　田 HHeJIH 　H　c　y3e爪 oM 　B　pyIくe ，　3a　HHM

　　 　 　 且laraeT 　pblH〈Hla　ropoAoBoli 　c　pe皿leToM ，　AoBepxy 　HanOnHeHHblM

　　　　I〈oH ｛i｝HcKoBaHHbIM 　KpblH 〈oBHHKoM ． 1〈pyPoM　TmluvaHa … Ha　nnoulanu

　　　　HH 　ny 田 H − ・OTI〈PblTble　皿BepH 　naBoK 　｝I　Ka6aKoB 　r毋H 双兄T　Ha 　cBeT

　　　　60＞i〈nti　YHI）1，no ，
1くaK 　rono ！llthle　nacTH ；oIくoJlo　HHx 　HeT 江a冫Ke 　HHIIIvax ．

＜例 9 ＞  （基準時間面 ）
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                  '

            TOI<aPh rPHFOPMti rleTPOB, H3JlaBHa  li3BeCTHblti 3a BenUKOnenHOrO

            
MacTepa

 H  B To  )Ke BpeMfi  3a  caMoro  HeRyTeBoro  My)KnKa  Bo

            BCeit  FangHHcKoth BoJIocTli,  Be3eT  cBom  6onbHylo cTaPyxy  B

            3eMcl{y}o  6onbHHuy. HyM<Ho eMy  "poexaTb  BepcT  TpH.lluaTb,  a

            Me>I{,qy  TeM  llopora y>KacHas, c KoTopoti  He  crrpaBliTbcfi Ka3eH-

            HOMY  flogTaP}o,  a He  To  gTo  TaKoMy  ne>I<e6ol<e,  KaK  TOKaPb

            rpMpopwh.

     (X b S}L ntil OSUoee  ma de)

            ToKaPb nOMI-mT,  gTo  rope  Haqanocb  co  BHeParrlHero  BeqePa.

            I<orAa BtlePa BezlepoN{ BopoTHnc"  oH  ,qoMoth,  Ro  o6blKHoBeHva10

            nbflHel-IbKHM,  li nO  3aCTaPeJIOva  nPHBblql{e  HaLIan 6PaHHTbCfi H

            MaXaTb  KYflal<aMIff, cTaPyxa  B3FJIflHyJIa  Ha  cBoero  6yfiHa TaK,  KaK

            PaHbllle HHKOrAa  He  rnHnefia.  06bll<HOBeHHO BblPa)KeHHe  ee

            cTapgecKMx  pna3  6blno MyqeHvaHecl{oe,  KpoTKoe,  KaK  y ce6aK,

           KoTOPblx  MHorO  6b}oT li Hnoxo  KopMflT,  Tefiepb  >Ke oHa  FJIHAeJIa

            CYPOBO  va I-IenOnBH>}CHO, Kal< rJIfiA"T  CB"Tble  Ha  "KOHaX  MJIH

            yMI{pa}omHe. C sTHx  cTpaHHblx,  I-Iexopomux  r,na3 n  Haga"ocb

            pope.

    <bl10>eSB cene  Pati6y>lce, KaK  pa3 HpoTMB  llepKBll, gT..o.uT nByxgTa)KHblli

            110M  Ha  I<aMeHHOM  (i)YHIIaMeHTe  va C >Kene3HOti  KPblUIeva. B

            H}IM<HeM  sTa>Ke  .?if.e-B-e.T" co  cBoeti ceMbeti  caM  xo3fimi, ¢ HnHun

            LilBaHoB KallivaH, no  llpo3BaHmo  
.l[IoAfi,

 a B BepxHeM,  rAe  neTOM

           6blBaeT oqeHb  N<apl<o,  a 3HMon  oLleHb xononHo,  ocTarlaBmaBaloTcfi

           IIPOe3>KHe  nzI-IOBHHK}I, KYnlibl H  nOMeiUHKva.

    <Gfi]11>eaj <Tm{-ToK, Tm<-ToK  ... neHHBo  cTyqan  cTopo)Ic. THK-ToK ...>

            B  60nblllOe CTaPOe  OKHO  BH,I[eH  Ca,II, naJbHHe  KYCTbl  rYCTO

            llBeTyllled CuPeHH,  CoNHova  H BHnoti  oT  xOlloJca;  H' TyMaH,  6enblth,

            rycToti,  THxo  nOnnnblBae'r  I< cMPeHH,  xotleT 3aKPNTb  ee. Ha

            Aa3bimx  nepeBbfix  KpMgaT  coHHble  rpag".

    <Baj12>ga Ha APYrOti ILeHb YTPOM Mellfi I/la..P..g..4..\..pm. B HOnYlllY60K  va BaneHKH

            li fioBe3"M  Ha  oxoTy.

            fl .p.c.-H=.g.".}L\4Io Tenepb  6onbulofi onbxoBblth  nec,  cenoth  oT  vaHefi.

                                 -62-
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　　　　TH 皿田 Ha　B　HeM
胆璽 rpo60Bafl ，　OT　neca 　Ao　ropH30HTa 　THHeTcH

　　　　6・v・・e ・・πe … nK ・Hll・ H ・ 跏 ・ ・ sT ・My ・・m ・．　 B　aecy 　M　n ・

　　　　 nomo
⊆≦a曜 王 Ha 　l〈OHfiX　Honymy6i 〈z …

　　〈例 8＞『カ メ レ オ ン 』 は ， 作品 全体が 不 完了体現在 形 で 叙 述 され た 短編で

あ るが ， チ ェ
ーホ フ は こ の よ うな 手法を 用 い た 作 品を 数多 く手掛 けて い る 。 こ

うした 「歴 現」 用法は ， 長 編で は な く＠ 人生の
一

こ ま を描い た寸劇風 の 短編を

得意 と した チ ェ
ー ホ フ な らで は の 手法 と言 えそ うで あ る。

　　＜例 9＞ 『悲 しみ 』 で は ， 作品 の 基本的 な 語 り は 〈例 8＞ と同様現在形 で 表

わ され て い るが ， 内容的に それ以前の 別 の 出来事を描写す る と こ ろ で過去形 が

用い られ て い る 。 こ の よ うに 基 本的 な時聞面 を 現在形 に よ っ て 描写す る と， そ

れ 以前の 別 の 語 りの 時間面 を過去形 に よ っ て 表現す る こ とが で き ， 物語 の 内容

の 2 つ の 時聞の 層 に 対 して テ ン ス に よ っ て コ ン トラ ス トを つ け る こ とが可 能 と

な る 。
こ うした 効果を狙 っ た 作品 と し て は ， そ の 他 『六 号宅 』『か き』 な どが

ある
。 （〈例 9＞の よ うに 基本 的 な語 りを現在形 で 描写 した 場合 に ， 過 去 形 に よ

っ て ス トー り一
の 展 開を 強調 す る とい っ た ， 丁度 プ ー シ キ ン の 「突然展開型」

用法 とテ ン ス の 移行が 全 く逆 の 用法 もある）調

　 く例10＞『女房 ども』 で は ， 物語の 初 め に 語 ら れ る 状況設定部分が現在形 で

叙述 され て い る 。 チ ェ ー一一ホ フ は こ の よ うに ， 物語 の 状況設定を 「歴現」 を用い

て 表現 した だけで な く， 物語の 途 中で 登場す る新た な人物の 説 明描写 に も 「歴

現」 を用い て い る （『婚礼の 前』 『古典中学生の 受難脚 な ど）。
こ うした 現在形

の 用い 方は ・ 戯 曲に お ける ト書の 役割に 酷似 し て お り， い わ ゆ る
・

卜書の 現

在
”

と相通 じ る もの が ある 。 劇 作家 チ ェ
ー

ホ フ の 手法 と言 え るか も しれ ない
。

　 ＜例 11＞『い い なず け』 は ， 登揚人物の 眼前に 広が る情景を ， 登場人物 の 内

的視点か ら描写 して い る よ うな よ り直接的 で 生 き生 き した 叙述を もた らす 「歴

現」 で あ る 。 また 一
方で

， 登場人物 の 内的視点か らの 描写は ， 登 場 人 物に と っ

で 陦景が どの よ うに 見え るか とい うこ とを 表現 し， 従 っ て そ の 時 々 の 人物 の 心

中， 気分 を聞接的 に 映 し出す一
種 の 心 理描写 の 働 きを して い る ともい え る 。

　こ の よ うに ， 現在形が 登場人物の 内的視点 か らの 描写機 能を もつ 理 出は ， 現

在形 の 有す る
“

同 時性 （同時進行 性）
”

に ある と思わ れ る 。 即ち ， 過去形 に よ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む　 　 ゆ

る ア オ リ ス ト的叙述 の 視点 が常に 表現 され る行為 の （時間的）後に 置か れ て い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　り
る の に 対 して ， 現在形 に よ る 描写視点は 行為 の 最 中に あ り， しか も物語の 進行

と共に 並進移動す る の で ， そ こ に 登場 して い る人物に 付与 され た 視点 とな る の

で ある 。 チ ＝
一

ホ フ は こ の 心理 描写 の 叙述効果を もつ 「歴 現」 を 『曠野』 を 初
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め 数多 くの 作謹 1）の 中で 用い て い る 。

　 〈例12＞『狩場 で 』 は
， 回想 の 意味を もつ 動詞

“

BcnOMHHalo
”

に よ っ て 導か

れ た 「歴現 」用法で ， 語彙的条件を 有す る点で ，
プ ー

シ キ ン の 用い た 「視覚動

詞型」用法 に 類似 して い る
。

「歴 現」の こ の 用法は
，
1’IBaiiOBa6eに も指摘がある

が
， 回想動詞に よ っ て 登場 人物の 心 の 奥底に あ る 視点 か らの 叙述 とな る ため に ，

現在形が現わ れや すい の で は ない か と思 わ れ る
。

チ x．一ホ フ に は
“

nOMH 田
”

を

用い た 例63が特に 多い
。

　以上 ， チ ェ
ー

ホ フ の 用い た 「歴現」 の 5 つ の 型 に つ い て 作驫例 と共 に 述べ て

きた が
，

こ れ らは す べ て 小説の 地の 文中で の 「歴現」 で あ り， 前述の 民衆 の 話

し言葉の 中で 用い られ る 「歴 現」 とは 全 く掛け離れた 機能 ， 性 質を も っ てい る

こ とがわ か る
。 従 っ て プー シ キ ン の 「歴現」 と較べ て も ，

レ ト リ ッ ク の 点で ，

よ り高度 （よ り人工 的）な文学的手法で ある とい え る 。

　（3）修辞学的手法 と して の 「歴現」 用法は ， 他に もま だ色 々 とあるか も しれ な

い が ， 上 述 した プ ー シ キ ソ と チ ェ
ー

ホ フ の 作品例 に よ っ て そ の 代表的な 用法は

あ る程度包括で きた の で は ない か と考 える 。

　た だ補足 と して ，
ロ シ ア 文 学 の ジ ャ ン ル の 中で 「歴現」 が 非常に よ く用い ら

れ る形式 「自伝的小説 」に つ い て 簡単 に 説 明 を加え て お く。

＜例13＞5
’oi＞leHfl　皿ep ｝KHT 　3a 　pyl｛Y　6a6yulKa， − Kpyrna 兄

，　60JlbLHeroJloBaH，

　　　　 c　orpoMHblMli 　r皿a3aM ｝I　I｛　cMelllHE・IM　pl・lx ・lblM 　HocoM ；　oHa 　Bcfi

　　　　 qePHaH
，　Mflrl〈afl　u　YaHBレITe ．UI，HO 　HHTepecHaA ； oHa 　To 冫Ke 　n 丑aqeT ，

　　　　KaK −To 　oco6eHHo 　H　xopo ［Ho 　Ho ，江HeBaH 　MaTepK
，　双po｝KyエT　BcH 　H

　　　　些鰍 aeT 　 MeH π・To ・IKafl　 K　 oTUY ； ∬ ynHp即 ！聖・ヨ四qン⊆b　 3a 　 Hee ；

　　　　 MHe 　60A3Ho　H 　IIeJIOBKO ．

　 トル ス トイや ゴ ー リキ イ の 作晶に は ， 不 完 了体現在形 が 地 の 文 中 で 多用 され

て い る 自伝的小説が ある （〈例13＞ は ゴ ー
リキ イの 『幼年時代』）。

こ の 形式は

一
種 の

一
人 称小説 で あ る が ，主 人公 と語 り手 と作者 が 同

一
人物 で あるた め ， 語

りの 中 に 作者 の 主 観的評価 （モ ダ リテ ィ
ー）が加わ りやす く， そ の た め に 現在

形が多用 され る の で は な い か と思わ れ る 。

ss しか し こ うした 特徴は ， 英語や独

語 な どに は な く，
卩 シ ア 語 特有の 「歴現 」用法 とな っ て い る 瀞 た だ分 析に 際

し て は ， い わ ゆ る
“

作者の 逸脱 の 現在
”

（『ト リス ト ラ ム ・ シ ャ ン デ ィ 』 や 『エ

ヴ ゲ ー ニ イ オ ネ ーギ ン 』 に 多用 され て い る よ うな） と厳密 に 区別 す る こ とが 重

要で あ る
。
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4． 歴史的事実を記述す る場合の 「歴史的現在」 用法

く例14＞60B1884 　r．　
tlatil

〈oBcl〈vafi　IIHIIIeT　orlepy 《nHKoBafi 双aMa 》．

　 こ の 用法は ， 客観的 に 過去の 出来事で ある こ とが 明らか で あ る 内容 （多 くの
　 　 e

場 合時の 副詞句を 伴 う）を 現在形で 表わ した もの で
， 表現者が それ を書 く時点

で の 評価を踏 ま え て裹現す る た め に ， 現 在形 が 用 い られ る と考え られ る 。 類似

の 用法 に ， い わ ゆ る
“

年表 の 現在
”

が ある が ， それは一 つ の 歴史的事実を全体

と し て一
つ の 概念 と して 名詞的に 捉 える た め に ， 過去形で は な く超時的な現在

形が用い られ る 用法 で あ り， 両者は 区別 して 扱 うべ きもの で ある 。

　 こ の 用法は ， 民衆の 「歴現」 の よ うに 話 し言葉に 現わ れ る もの で もな く，
レ

ト リ ッ ク の 「歴現」 の よ うに 文学作 品の 中で 多用 され る もの で もない が ， 過去

形 が用い られ るべ き と こ ろ で 現在形が 使わ れ る とい う点 で ， 他の 2 つ の 用 法 と

同様 ， 「歴現」用 法 と見る べ きで ある 。

　16− 17世紀の 中世 ロ シ ア の 歴 史書 の 中に は ， こ の 用法が さ か ん に 用 い られ

た 。

＜例15＞6s　B　 JIeTo　7106　 reHBapfi 　 B　 7 双eHb 　 yrace　 cBe 皿 a　 cTpaHbl 　 PycKHH，

　　　　 IloMepqe 　cBeT 　HpaBocnaBHH
，　

− rocy 皿aPb 　KaPb 　H　 BeJIHI 〈vaH

　　　　KI・lfi3b　Φeo 双op 　IilBaHoBvaqb　BceH 　PycHH　caMo 江ep 冫KeH 　璽pHeMπe雪

　　　　HaurecTBMe 　o6 ∬aKa 　cMepTHaro ，
　 ocTaB ∬HeT 　UapcTBo 　BpeMellHoe 　H

　　　　oTxo 双HT 　B　xくH3HL 　BetlHYK ） ；　6bin　Ha 　rocnoAapbcTBe 　13　JleT　H　7

　　　　Mec 分Ke苴 H10 双He 苴．

　nHxaHeB6Siは ， こ の 現在形を 時代 の 流れを ゆ るや か に 叙述す る機能を もつ 時

称用 法 で ある と して い るが ， ＜例14＞ と同様 に ， 書 き手が歴史的事実 を 書 き手

の 時点か らの 評価 を含め て 裹現 した た め に 現在形 を 粥い た もの と解釈 した方が

よ さそ うに 思 われ る 。

　以上 ， 厂歴 現」 用法に つ い て 実例 を 挙げて 説 明及び 検討を加 えて きた が ， 最

後 に こ こ で 扱 っ た用法 の 一 覧を 掲げて お く。

（1）民衆 の 話 し言 葉 の 中で 使わ れ る 「歴 現I
a ）古代 P シ ア 文学 『イ ー ゴ リ遠征物語』 ＜例 1＞

b ） ブイ リーナ （主 人公 の 穏 や か な動 きを表わす 現在形 ）＜例 2 ＞

c ）民話 （ア フ ァ ナ ーシ エ フ の 例）〈例 3＞

d ） ク ル イ ロ ー フ 『寓 話詩 』 （過 去 形 の 枠 内で 使わ れ る現在形 ）＜例 4＞
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e ）直接話法の 導入 動詞の 現在形 〈例 5＞

（2）文学 の レ トリ ッ ク と して 使わ れ る 「歴現」

a ）突然展開型 （レ
ー

マ 強調型）＜例 6＞

b ）視覚動詞 に よ っ て 導か れ る現 在形 く例 7＞

c ）全文現在形型 （語 りの 現在形 ）＜例 8＞

d ）語 りの 2 つ の 時間層を 作 る 「歴覲」 ＜例 9＞

e ） 「歴 現」 中の 過去形に よ る レ ー マ 強調用法 〈例 ：注  ＞

f ）状況設定型 （プ ロ ロ ー グの 現在形 ）＜例10＞

g ）登場人物の 説明描写 の 現在形 〈例 ：注鰺＞

h ）登揚人物 の 内的視点へ の 移行を示す 現在形 く例 ll＞

i）回 想動詞に よ っ て 導 か れ る 現在形 く例 12＞

j） 白伝的小説 に お け る現在形 く例 13＞

（3）歴 史的事実を 現在の 時点か らの 評価に お い て 記述す る場合 の 「歴 現」

　　〈｛列14＞　＜仞」15＞

5．　 結論

　以 ．ヒ， 不 完全な が ら 「歴現」 用 法の 全体像 を捉 え る 試み と して ， 広義 の 「歴

現」 に お け る様 々 な実例を取 り上 げて 吟味し て きた 。
こ れ らの 結果 か らまず実

感 と して わ か る こ とは ， 「歴 現」 用法 と一
口 に 言 っ て も， その 機能は きわめ て

多岐に わ た っ て お り （文学 の レ ト リ ッ ク用 法に お い て は そ の 機能は 生 産的 で さ

えある ）， そ れ を文法 書 の わずか な ス ペ ー
ス の 中で 説 明す る こ と は 不 可能に 近

い とい うこ とで あ る 。

　 こ こ で は ， 前章 ま で に形づ くられ た 「歴 現」 の 全体像を 踏 ま えた 上 で
， 従来

の 諸文法書の 「歴 現一」の 扱い 方に お け る 閥題点を幾つ か 指摘 し ， 管見 を添 えて

結論に 代えた い
。

　（1）「歴 現」 を 説 明す る 場合 は ，   民衆 の 話 し言葉 と して の 用法 ，   文学 の レ

ト リ ッ ク と し て の 用法 ，   歴 史的事 実を記述す る場合の 用 法の 3 つ の すべ て に

つ い て 扱 う必 要が あ る
。 文学の レ ト リ ッ ク （や 民衆の 俗語的 語法）を言語学 の

研究対 象 とす る こ とに は 抵 抗 が あ る か も しれ な い が ， た とえ
一 作家の 手法 で あ

っ て も ， も し作家 の 用 い た 「歴現」 が一 般の 読者 に その 作家 の 意図 した よ うに

伝わ り， 何 らか の 効果を 与 えた とす る な らば ， 両者の コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン の 間

に は ， そ の 現在形用法 に 対 して 言 語学的 な共通 の 拠 り所 （コ ー ド解読 ソ フ F）

が存 在 した わ け で あ り， そ の 爵語的 な共通基盤 を研究対象 と し て 扱 うこ とは ，
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言語学的に 見 て 何 ら問 題の ない とこ ろ と考 え られ る 。 む し ろ ， 3 つ の 用法 の 中

で 一 用法に 偏 っ た 扱い を す る こ と （特に 『70年版現代 ロ シ ア 語文法』 や 「プ ラ

ハ 版 ロ シ ア 文法』 に お い て そ うで ある ）は ， 「歴現」 の 本質を 見誤 る恐 れ が あ

る 。

　 （2）従来の 伝統的な文法解釈 の 中で ， 「歴 現」 の 指標 と し て 必 ず言及 され る ，

“

出来事が今 ， 眼前で 行なわ れ て い る よ うな生 き 生 ぎ し た 臨場感を生み 出す

事
”

は 「歴 現」 に と っ て ， 必要条件で もな けれ ば ， そ の 主 た る機能で もな く，

前章 まで に 見て きた よ うに ， 「歴現」用法の 中の ほ ん の
一

部の 用法に お け る効

果に過 ぎない の で あ る 。
こ うした 誤解 を生ん だ原因は ， 現在時称 と現在時間 と

の 混同 ， お よび文章 テ ク ス トに お け る語 り時 と会話 に おけ る発 話時 との 強引な

結び 付け に あ っ た （即 ち ， 述語動詞 が 過去時称か ら現在時称 に 移 る こ とに よ っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　 ■

て ， テ ク ス トの 内容 も物語の 時か ら語 り手 （読者）の 時に 移行す る とい うもっ

とら しい 考え方に あ っ た ） と筆者は 考 えて い る 。
こ うした 安易な 説 明に よ っ て ，

臨場感効果 と 「歴現 」 とを不 可分 の もの と見 な して しま っ た の で あ る 。

　（3）文学 の レ ト リ ッ ク として の 「歴現」用 法に 関 し て 言 え ば ，
60HAaPKo の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 e

よ うに 文章 テ ク ス トよ りも会話の 分析に 適 した 発話時や 基算点 Pdを用い て の 時
の　 　 　　

問的視点 に よる分析や説 明に は ど う して も無理 が あ り （例 え ば チ ＝
一

ホ フ σ）多

くの 「歴 現」 用法に お い て）， む しろ ，
BliHorpa

、lloB や Twaddel1
，
　Kiparsky6i）

の よ うに 現在時称の 第一・義ft
“
超時性 （無時間性）

”

1・こ 置 き， また 更 に
一

歩進

め て ， rlocneJIOB鋤 の よ うに
“

相対的 同時性
”

に 置 くこ とに よ っ て
， 語 る 視点

　 の 　 　　コ　 　　　
の 空問的移動 に よ っ て 「歴現」 の メ カ ニ ズ ム を説 明す る方が よ り説得 力を もち

うる よ うに 筆 者に は 思 われ る （例 えば ， 前章の 「歴 現」 用法（2）a ， b ，
　 h ，

　 i，

jな どに お い て）。 更 に 具 体的 に 言えば ， 過去時称か ら現在時称 へ の 移行は ，

　 　 　 　 　
り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ

登 場人物 の 時 か ら書き手 （語 り手）の 時 へ の 移行を表わ す の で は な く， 時は 移
　 　 　 　 　　 　 　 　 ロ

行せ ず に 登場 人物 の 時 の まま鱒 で あ り， た だ語 りの 視点が登揚人物 と距離 を お

い た 外側 の 視点 か ら登 場人物 の 内側の 視点 に 移 行 す る翻 と考え る わ け で あ る

（詳 し くは 注  細 参照 ）。

　また ， 文学 テ ク ス トに お い て は ， 語 り手 の 側か ら の 分析 よ りも， 読者の 側か
　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 リ　　　サ　　　の
らの 分析 （認知科学的分析） の 方が ， 例 え ば 臨揚感な どの 心理 的 要素を考 え る

上 で 重 要で あ る こ とも頭 に 入 れ て お か ね ば な らない
。

　文学 の レ ト 1丿 ッ ク と して の 「歴現」 用法に お い て ， も う
一

つ 確認 して お か ね
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ　 　　■　　 　　　 　　り　　 　の　　 　　

ば な ら な い こ とは ， こ の 用法 で は 「過去 の 出来事を 現在時称で 表わ す 用法」 と

簡単 に 言 えない こ とで ある 。 文学 テ ク ス トの 叙述テ ン ス と して ふ つ う用い られ
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る過去時称が過去 の 事を指 して い な い 事に つ い て は
，

Barthes を 初め 既に 多

くの 指摘esが あ り， 上 述 の 表現は 次 の よ うに 言 うべ きか も しれ な い 。 「ふ つ う過

去形 を用い るべ き とこ ろ に 現在形を 用 い ， 何 らか の 効果を読 者に 与 え る用法」。

こ の 間題 に つ い て は更に 検討が 必 要で あ る 。

　（4）民衆 の 話 し言 葉 と して の 「歴 現」 用法に お い て は ， （3）の 場 合 とは 逆 に ， 語

り手 の 側か らの 分析が中心 とな る
。 そ の 場 合注意すべ きこ とは ， 語 り手の 主観

的表現 と して の 「歴現」 用法に お い て ， どこ ま で を テ ン ス の 問題 と して ， つ ま

り 「歴 現 」 と して 認め る か とい うこ とで あ る 。

一 部に ， 話 し言葉に おけ る 「歴

現」 用法 を語 り手 の モ ダ リ テ ィ
ー と して 捉え る考 え方 があ る （例 え ば ， 「現在

形は 語 り手 の 内的 主観表現 で ある」 「話 し手は 物語の 筋の 流れ の 変わ り 目で 時

称を 交替させ る こ とが 多い 」……
）鱒 が

， 「歴現」 は あ くまで テ ン ス 用法として

捉え るべ きで あ り，
ム ー ド用法 と して の 現在形で は な い とい うこ とを 銘記すべ

ぎで ある 。

　（5）最後に ， 「歴 現」 の 研究に は ， 文体論 ， 修辞学 だ けで な く， 情報科学 ， 認

知科学 ， 心 理言 語学 ， テ ク ス ト言語 学 な ど新 しい 学 問 の 成果を も反映 させ た 総

合的な研究姿勢が 望 まれる 。

注（1） 本論文 は
， 昨年10 月の 学会報 告 の ま とめ で あ るが，一部 プ ー シ キ ン と チ ェ

ー
ホ フ

　　の 小説 に お け る 厂歴 史的現在」用法に つ い て の 詳 し い 比 較分 析 に 関 し て は
， 拙稿

　　 厂プ ー シ キ ン と チ ．＝ 一
ホ フ の 散文 小説 に おけ る 「歴 史的現在」を 中心 と した 不 完了

　　体現在 形用 法 の 比 較」《RUSISTIKA 　IV》〔東大露文 紀要〕 （1987年） を 参 照 の こ

　 　 と
。

（2） ipa”・tMamulfa 　pyccrc・ z・ ff3btrea・T ・L 〃 ・
ivCPoza ・aum 　 iM

．
　va3n・Bo ・A　H ・CCCP

，

　　1952．To ｝Ke ．　LM．
，
1960 （p．482−483）

　（3）　BHHorpa皿oB 　B ．　B．　PLyccrctut　ff3btrc（／
”
pa ”gmaamzavec κoe 　ylfen銘e　o　cvzoBe）・M ・−

　　JL，
1947 ； 2・e　H3 双．　M ．

，
1972　（P．450）

　（4＞　rpamanea〃zurca 　coOpeMe κ Hoeo 　P“・cercozo 　zumepamy 卯uoeo π3btrca・　M ・，1970

　　（P．359）

　（5）　Pyccrcaff　zpaM ／nalnu κ a ．　T．　 I　 Praha ，
1979 （p．171）

　（6）　Jakobson　R．　Zur　Struktblr　des　russischen 　Verbums ．　Pragae，1932 （p．78）

　（7）　P ／ccrcafl　epant 丿ifamaKa ．　 T．　I　IM．， 1980　（P．632）

　（8）
tt

地 の 文
”“

会 話の 文
”

は よ り厳 密1’こ 言 えば ，
　 Benveniste 　 E ．　 ProblDmes　de　 lin−

　　guistique　g6n6rale．　Paris，1966 に お け る 「物 語」と 「談話」 の 対 立 に 当 た る

　　（flocrrenOBは 「イ ン フ ォ メ
ー

シ ュ ソ 」 と 「コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ソ 」 の 2 つ に 分 け て

　　い る）。 「物語」 は 非人称的 な語 りを 指 し ， 「談話」 は 語 り手の 具体的 に 存 在す る 語

　　り （お し ゃ べ り）を 意味す る
。
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“
語 り の 時 間面 の 一 つ を

．
表わ す 「歴 現」

”
と は ， 本 論文 の （2）d ）

“
語 り の 2 つ の 時

　　間層 を つ くる 厂歴 現」
”

の 胴 法 の 意 味で あ る
。

  B 。H 」LapKo　A ・Bh ’

a 　em ・sagee 　uctn ・puvecif・e ？．zaaz ・za・6 κθω 岬 雄 θκκ ・2・ “

　　coBepale κ ltozo 　 Ba∂oβ Bcve 　a 　BflH　cnu 　．y　ff3btκ ax ．　 ABTope Φ．　 KaHn ．1甲 c．　 JI．， 1958；

　　oH ＞Ke ・ “ HacTofimee　 HcTopHHecK 。e　 rJlaronoB 　 HecoBepElleHHoro 　 H 　 coBep ・

　　田 eHHoro 　BHnoB 　B　H3bIKe 　pyccl｛Hx 　naMfiTHHKOB 　XV −XVII　 BB ．
”

　yve κ．3ara・

　　丿7／77〃ノuvl・t．　・4．U 　ITep竭eHa ，　T・173
，　1958　（P，55−71）；　oH 　x

・
（e．　

‘‘ HacTofl− ee
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，
　　HcTopHgecl ｛oe 　B 　c ，laBfiHcKHx 　H3blKax 　c 　1］oHI ｛｝1　3peHzA 　rJIaro π bHoro 　BHAa ．

　　c6 ・　Czaa6Hncrcoθ s3btrco3Ftal・tae ，　从 ．，1959　（p ．48
−58）；oH 　＞Ke ．　Ba ∂　u　BpeMfi

　I？LYccitozo　e ／zaZO ／za．　从 ．，　1971

（ID　｝〈y3HelloB　rL　C 　
‘‘ 1く　Bonpocy 　o　praesens　historicum 　B　pyccKoM 　JIHTepa ・

　　TypHoM 　 fi3blKe ・
”

／lo｝c2a ∂bt　 a ω o伽 θ翩 π IPuAonozu ・tecrcozo 　 PlαK）vebmema
　　iMry 　T，8， 1949 （p．24−36）

  　K壬i甑 ova 　H ， ‘‘ K 　problematice 　praesentu 　historickeho 　v　ru きtir1邑　a　v

　　どe 首tinさ！’ Sω 誑ε鰄 ブ6η んoりθ磁
，
　V

，
　s．4Praha

，
1955

  　HocHe諏oB 　H．　C．
‘‘1

”
lpfiMoe　H　oTHocHTeJbHOe 　ynoTpe6meHvae　ΦopM 　HacTo ・

　　slmevo 　H 　6yaymero 　 BpeMeHH 　rnaroaa 　 B　 coBpeMeHHoM 　 pyccKOM 　fi3bIl〈eノ
’

　c6 ・

　　Uccne∂08aHUsl 　no 　zpaJvtntam 乱 rce　pLYc．　naln ．　刃3配 κα．　IM．，　1955　（p．206−246）；

　　oH 冫Ke ・
‘‘ OABYx 　pfi双ax 　rpaMMaTuqecl 〈Mx 　 3HaqeHH 益 rnaronbHbIx ΦopM 　Bpe −

　　MeHH 　B　coBpeMeHHoM 　pyccKoM 　fl3bllce・
”

《B刃》 1966　A「o− 2 （P・17−29）

  　　fipoKonoBレlu 　E・H ・‘‘06　0瓜Ho 最　（1）yHKI．Zpl［・1 ΦopM 　HaCTOnlllero 　BpeMeHH 　B

　　coBpeMeHIIoM 　pyccKoM 　fi3blKe1
”

　《／）∬8ノソZ∠／》　ユ969　♪色　6　（P・72−75）； oHa 　冫Ke ・

　　rnaron　B　npe 即 o｝KeHHM ・ CeMaHTnKa　H　cT 跚 HcT 脳 a　BHAo −BpeMeHHblx ΦopM ・

　　M ．
，
1982

  　AB 双eeB Φ・Φ・ 0 泥 ecme 麗CtηOlpavec κozo κ aCtnOfiage20 　fj　 czacntewte　 2
∫
oa ・Vt−

　　”tαfnUlfecrcax 　 3κ a ・teEzadi　 epe ・lteTt ご卿 e”ieκ κoeo 　 pyccrcoeo　 n3btrcα・ 臨 B ・

　　BopoHe ＞KcKoro 　 roc ．　 ne 八．　 MH −Ta ．　 T ．146　 BQpoHe ｝K
，
1975

　　レIBaHoBa　B．　M ．　
‘‘ HepeHocHoe 　ynoTpe6JIeHMe　ΦopM 　HacTo 分1エlePo　BpeMeHH

　rJlaroJla　B　H3b1Ke 　xyAo ）KecTBeHHoth 　meTepaTypbl ．
”

　《1）∬e∠∠／》　1969　N ） 2 （P・83

　
−85）

　TypaeBa 　3．　f｛．　
‘‘ KaTeropHfi　BpeMeHH ．　　BpeMA　rpEtMMaTHqecl 〈oe 　H 　BPeMfi

　　xy 双o ＞TcecTBeHHoe ．
”

　1＞L，
1979

　　　皿IMe・πeB 几 H・
‘‘A6coJIK〕THoe 　H　oTHocHTe 刀bHoe 　yiioTpe6neHue ΦopM 　 Bpe ・

　MeHu 　pyccl〈ePo 　rnarona ．
”

《P！sf
−
／w 》1960　Ng　6 （p．3−10）

　Forsyth　J．　A 　Grammar 　of 　As ウect．　 Usage　and 　Meaning 　in　the　7ussian 　Yerb．

　Carnbridge 　 at 　the 　university 　press，1970 （p．170−）

O窃　rlpoKonoBHq　（沿三（1φ　
‘‘ 1

’”
πaren

’，

　 p．269）　i
・
まヵ1・

。

砌 　完了体 現在 形が 過去 の 表 現 と し て 用 い られ る の は
，

‘‘6biBano” “

KaK ’
”‘t

　He
”

な

　　どを 伴 っ た 場合 ， 方 言 （ノ ヴ ゴ ロ ドな ど），　ブイ リ
ー

ナ （ア オ リ ス ト的先行 性を衷
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　 わ す粥 法 と し て ）な ど に お い て で あ る が ， 本論文 で は 扱わ な か っ た 。

  　Jespersen　O．　 The　Pliilosoplzy　Of　Granzmar 。　London
，
　 Aller　and 　 Unwin

，
1924

　　（邦訳 『文法 の 原理 』 1958年 P．363）

  　HoTe6HA 　A ．　A ．刀 33anacorc　rzo アyo‘κo彦 eoa ”¢ ．vtamuk
’e．　T．4BbIII．2M ．， 1977

　 （P．194）

  　Ky3HelloB（注 
“ KBoHpOc ジ P．26）

  　BoH ！lapl〈o （注（10，
‘‘ Hacmoflagee＿ XV ・XVII　BB ，

”
P．58） に よ れ ば，『イ ー ゴ リ

　遠征 物語』 に は 全部 で 68の 「歴 現」用法 が ある 。

  　
‘‘ CnoBo 　o　noAKy 　HropeBeノ’（Jakobson　R ．　Selected　Writings．　 IV ： Slavic

　Epic　Studies
，
　La　Haye

，
　Mouton

，
1966）HI− 18，

  rIpoKonoB四 （注  
‘‘060AHoth ΦyHK躙

”

P・72）

 
“ HBaH　 raneHOBIIH　”

（／ZluveeNtee　POCCItacrcue　 cnzuxonlBopeitafi ，　 CO6 」）aHEbte

　 Kuputere ．ZZaitayroBbt．n ．　 H3AaHHe 　lo ／lroToBnnH 　A ．　rL　EBPeHbeBa　H 　B．　H．

　 HyTlmoB 　M ．・JI．， 1958 （p．98）） よ り。

  　A ｛1）aHacbeB 　A．　H．　 Hapo ∂Hbxe 　 lc？yccκue 　 cκa3 κu ．　 T．31 ＞L，
1958． ‘‘BacHnpiB−

　qapeBuq 　u　 EJIeHa　 l
’
lpeKpacHafl” ・よ り 。

岔勾　JIHxaqeB　丿ユ・C・　no3nz“Ka 　OloeBHe）1？Lyc：6κo纛　ノzzamepa 〃t）
，1］bt・　H3A ・　2　JI・， 1971

　 （P．264）

鋤　1〈pblLloB　H ．　A ．　Eaenu ．　KH ．31V ‘‘C ，loH 　H　iMocbKa
”

．よ り。

  　PBo3AeB 　A ．　H ．　 Orieprca　no 　cmtt ．zauctna κe　pyccκoao 　ff3bllca．　M ．
，
1955 （p．210）

（2窃　
‘‘BonK 　H 只rHeHoK

”

　
‘‘ napqHK ” ‘‘ BopoHa 　H　nHcHHa

” ‘‘Myxa　u　耳opo 冫K ・

　 HbIe 　
tt ‘‘KpeCTbfiHHH　B　 6e双e

”
な ど 。

  Wolfson　N ．
“ The 　 Conversational　 Historical　 Present　 Alternation” ．《Lan ・

　 ．
aua8ae

＞ No．551979 （p。170）

  　テ ク ス トな ど に お い て
， 述 譜が 現 わ れ る度 に 毎 回 テ ン ス を 示 さ な け れ ば な らな い

　　こ と 。
redundancy に つ い て は 次 の 本 に 詳 し い

。 　Lyons 　J．　 An 　 Introduction　 to

　　Tkeoretical　Linguistics．　Cambridge ，
1968 （邦訳 『理 論 言 語 学』 1973年 p．91）

砌 JleCKOB　H ・・C・O’ta
、
oo θaf・tκ btlZ　cnlloα1・tl・turc．　rJi・1 よ り。

  　ycneHcKmh　B．　A ．ノ70．3mu κa κo ．Ttrao3aagua ．　iVt．1970 （p．97） （邦 訳 『構成 の 詩

　学』 1986年）に 言 及 箇所 あ り。

B・D　石 橋幸太 郎 編 『現代 英語学 辞典』 成美 堂 1973年 （P．719） の 「歴 現」 の 項 に
， 俗

　 語的 な 表現 と して
“

says 　I ”

が 挙が っ て い る 。

鱒　Schiffrin　D．‘‘ Tense　Variation　in　Narrative”

．《LanSruage＞＞No ．57，1981（p．

　46）に は ，「．英語 の 会話 に お い て 動詞 say が 直接 話法
’
を 伴 な っ て 用 い ら れ る コ ソ テ

　　ク ス ト に お い て は 用 例 の 63％ ま で が 「歴 現」 と な る」 と あ る 。

鱒　 「語 り」 記 号学研 究 No ．6，東 海大 学 醐版会 1986年 （P．68） に
， 「日本 語 の 場 合 ，

　 直 接 話 法 に 伴な う
“
言 う

”

ま た は そ れ に 相 当す る動 詞 は
， 現 在形 で 用 い られ る こ と

　　が と りわ け 古文 で は 多 い 」 と あ る
。

砌　Hyrul〈ml 　A ．　C．“

　BbicTpen’”

．（Co6paHue　 coeulte κuti 　 8 ∂ec”mu 　 mo ”tax ．　 T ．5
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　M ・
，
1975）（Ky3He皿oB は ，

‘‘ BblcTpeJI” に お け る こ の 「歴 現」 の 用 法 を 見逃 して

　 い る　（注   P．32 参照、）。

轉　Hy 皿 KHH 　A ・CKantttna κ creaκ ∂o ・tica．　rJ【．正X

  　英 語 の 「歴 現」 で は
，
but　then

，
　and 　then が ， （KaK ） B 且pyr と 同 じ意味機能 と

　　し て 用 い られ る （TypaeBa 　3．　SI．注   p．80 参照 ）。 　また all　of 　a　sudden を 挙

　 げ て い る 学者 もい る （Wolfson 注鋤 P．174 参照）。

  ycneHCK臘 （注劔 P．96）1・rk
， 「現在形 の 場 合 す べ て の 叙 述 は ， そ の 各 場 面が 共

　時 的視点 か らあた え られ て い る 一連 の （静止）場面 に 分 割 され る よ うに 思 わ れ る 。

　　こ れ ら の 場 面 の 中 で 時 間 は 停止 し て い る か の よ うで あ る 。 と こ ろ が
一

：方 ， 過去形 の

　 動詞は 一つ の 場耐か ら次の 場 画 に 移 る際に 生 じる変 化 を記 述 し て い る の で あ る」 と

　言 っ て ， 現在 形の 時間 停 止．機能を 説 閉 し て い る
。 同様 の 指 摘 は ， 次 の 文 献 に もあ

　　る 。 　BHHorpa以oB 　B．　B．‘‘CTIanb《rlHKoBo翫 」】［aMbl ＞
”
．　 KH ．　 O　 ff3berce．x ソ∂o 鋸 80〃3一

　θθκμ o彦 npo3bt ．　M ．
，
1980 （P．229）；　CoJ正raHuK 　L 分．　Cuntnafccu，ttecitraff 　cma

一

　ノazacmaKa ・　M
．　1973　（P・　145）； rlocHeJloB　（平主拿♂　

‘‘1
’
lpfiMee　H　oTHocnTe ・nbHoe

　ynoTpe6 πe照 e
”

，　P．220）。

臼D　例 ： ToJIbl＜o，　 rroHHMallib ，　 Bblxo ＞Ky 　oT 　MHpoBoro ，　 rJIH 双b ．− Jlo 田 a双KH 　MoH

　 CTOfiT　 CMvapHeXOHbl 〈O　 eKOfiO 　 HBaHa 　 iMi（xaMnoBa ．

砌　fiy皿IKHH 　A・　C・ノζyのフo β6κμ崑・T・1rn ．　VIII‘‘ Bnpyr 　60KoBan 八Bepb 　oTBopva −

　nacb ・ nBoe 　cπyr　BTaM 〈liBaloT　B　Hee ΦpaH双y3a　H　3anvaparoT 　ee 　Ha 　KAK ）q
”

鱒　qexoB　A．1
’
1．　XaMe 諏 eoH ．（nonκoe 　co6paH μe　co ・taHel ・tudi μ 1zucevl ‘ Bm 尸u ∂−

　tGamu 　mo ．ltax・T・　1
−10　M ．

，　1974．　T．3　P．52）
⇒

勾

ゆ
φ
り

dq

臼

臼

臼

臼

臼

　　ア オ リ ス ト 的 な 機能 ，

　に よ る 語 り に よ っ て 初 め て 物 語 を 次 々 に 追体 験 し て い くこ と が で き る の で あ っ て
，

　そ う し た ア オ リ X ト的機能 を もた な い 現在時称 に よ る 叙述 に お い て は ，不 安感や 緊

　張 感が つ の っ て 読者は あ る程．度 の 長 さ ま で し か 物藷に つ い て い くこ とが で き な い か

　　ら で あ る
。

囀　〈例〉
‘‘ M 双eM 　c　HHM 　pflnoM， 一一

：
一

　oH　To 冫Ke 　Ha　nhl ＞Kax ，　　 1・oBopHM 　o　ToM ，　o

　ceM ・B ムpy｝
’
．　
oH 　3acMe 册 cH …

”

（1〈ynpMH　A・M・y6uti耳a ・よ り）

60＞　 〈例〉
“ EBTHx 崩 　Ky3bMHq ．一… q翩 oBeK 　yMHb殿　レI　 o6pa30BaHHb 描．　OH

　£q旦gp耳T　B　Hoc ，　YMblBaeTcH　c　Mbl ”OM ，　oT 　KoToporo 　naxHeT 　qeM −To 　TaKHM ，　oT

　qerO 　 qHXaK ｝T　 BCe 　B　 AOMe ，　KymaeT 　 OH ＿
”

「
’
占典中学生 の 受難 」 よ り。 そ の 他 ，

　　「安全 マ ッ チ 」「不 注 意」 「箱 に 入 一
っ た 男」「僧正 」な ど に 同様 の 例 が ある 。

綱　 「不 快な 出来事」「百 姓 た ち 」「憎正 」「探 訪記者 の 夢 」「あ る 邂逅」「妻」「隣 入 た

qexoB　A ．　n ．　Fope．（T．4p ．230）

qexoB 　 A ．　r廴 6a6bt．（T ．7p ．340）

qexoB 　A ．1
’
1．　He θecma ．（T ，10　p，206）

LlexoB
　A ．　H．　 Ha 　 oxome ．（T ．2p ．339）

こ の 「歴 現」の 手法は 長編 の 作 品の 場 合は 難 し い で あ ろ う と患わ れ る 。 読者は ，

　　　　　　　　　　　　 1叩ち 時 間的な 進行 と 共 に 物語を 叙 述す る．機能 を も つ 過去時称
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　 ち」「無名氏 の 話」「生 まれ 故郷 で 」な ど 。

働　｝’IBaHOBa （注   p．83）。

63　 「美 女」「泥棒た ち 」「無 名氏 の 話」「わ が 人 生」「夢」な ど Q

胸　　roPbKH蔽 M ．　Zlemcm60．（CoOpanae 　covu κeκ udi　B　25 　mouua κ M ．
，
1972　p．9）

　 よ り。

働　HHKo 誣 HHa 　H ，　A ．
‘‘ 0 兄3blKe 　IloBecTli　JL　H ．　ToacToro 《Z工eTcTBo 》

”

．《PffBLU》

　1978Ng 　4 （P．79）；oHa 　＞Ke ．
‘c
　CTpyKTypa　ntoBecTBoBaHHfi 　B　aBTo6Horpa φHqe −

　cKoVa 　rlpo3e
”

．《PffB∠U 》　1986　♪夜 4　（p．59）

鼬 　ゴ ーリ キ イ の 『幼年 時代』 の 英訳 の 時に ， 地 の 文 中 に あ ま り に 現在形が 多用 され

　 て い る の で 翻訳者 が 困 っ た と い う話 し が あ る。

  　 『70年版現代 P シ ア 語文法』 （P．359）

囀 　κ360
、
ONurc 　 C．zaSffHcrca ）C　 U　 77LYccrCtl）C　 COLt“κeFtUtZ 　 U 　 cmantea ，　 BHecenHbtx 　

B

　弐アoκo 躍 αφ醒 丑yccrcoa
’
pe∂ακ弱βπ ．　Co6paJi　H　H3AaJI　A．　llonoB．　M ．

，
1869 （p．

　188） よ り。

｛sg　eTIMxaueB 　（温三く2a　p．318）

鋤　　基算点　‘‘

TogKa 　oTcqeTa
，’

は
，
　 H．　 Reichenbach　が　Etements 　of 　symbolic

　gogic　N ．　Y ．1974． の 中で 英語 の 過 去完了 の 説 明 に 導入 し た の が 最初で ， 今で は ・

　r．A ．30JioToBa，3．只．　TypaeBa　ら も，談 話や テ ク ス トの テ ン ス 用 法の 説明に 活用

　 し て い る 。

綱　BHHorpaAoB （注（3）p．450）；Twaddell 　W ．　F ．　 The　English　 verb 　 auxiliaries ．

　Providence．　Brown 　University　Press．1960 （P．5）； Kiparsky 　 P．‘‘ Tense　 and

　mood 　in　Indo −European 　syntax
，’

．　Foundations　of 　Lan8uage 　No ．4 （p．35）

鋤　rlocne訂oB （注  
“ HpHMoe 　H　oTHocHTenbHoe ．．．

”

p．212）

緲 　時称 の 交替に よ っ て
， 視 点が 時間的 に 移 行 し な い 理 由に つ い て

。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 サ　　　コ　　　の

　　文学 テ ク ス F を 読む 時 ， 読者は 物語 の 時 間 と共 に 生 き て
， 物 語 の 主 人 公 の 追体験

　を し て い る 。 例 えば
， 「ラ ス コ …リ ニ コ フ は 手 さ ぐ りに 斧を確 か め る と ， 薄暗い 階

　段を
一歩一歩上 が っ て い っ た 」 と い う文を 読 む時 ， 読 者は 自分が そ の ラ ス コ ー リ ニ

　 コ フ に な o て ， ま さ に 今階 段 を 登 っ て い る の で あ る 。 即 ち，た とえ 過去 時称 で テ ク

　 ス トが 語 ら れ て い て も，読者は 物語の 展閉 が現 在 進行 し て い る か の よ う に 感 じ な が

　 ら読書を して い る わ け で あ る 。 決 っ し て 過去 の 物語を 振 り返 る 視点 で 読書を し て は

　 い な い 。従 っ て ，そ の 後 ， 語 り の 時称が現 在形 に 変わ っ た と し て も ， 視点は や は り

　物語 の 流れ の 時 間 の 中 に あ るわ け で あ る か ら，結局 ， 時間的な視 点移 動は 起 こ っ て

　 い な い と い う こ とに な る 。 （こ こ で は ， 「歴 現」が 文学 の レ ト リ ッ ク 用法 で あ る の で ，

　視点 が 語 り 手 の 視 点 で は な く読者 の 視，輌 ・ら考察 し て い る こ と 剛 三意 せ よ）。

劔 　叙述 の 視点が 登場 人 物と 距離を お い た 外側 の 視点 か ら，内側 1こ 移 る メ カ
ニズ ム に

　 っ い て は ， 次 の よ うに 考 え られ る。

　　 まず 文章 テ ク ス トに お け る 現在時称 の 木義を ，
ilocnenOB の 指摘 の よ うに 「同時

　性 」に 置 く。 そ の 根 拠 は ，そ もそ も文学 テ ク ス 1・と い う も の が文 の 連 な りで あ り，

　文 と文 と の 相関関係に よ っ て 成 り立 っ て い る も の で あ り， その 中で 用 い られ る時称
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　の 性 質 も前 文 や 蔚文 脈 と の 関係 に お い て 相対的 に 決定 され る 時間 を表 わ し て い る と

　考え られ る か らで ある。 例 え ば ， 複文 に お け る主 文 に 対す る 従属文 の 時称の 役割 を

　考 え て み れ ば
， 時称が 相対 的 な時間 ，

つ ま り 「同 時」「以 前」「以 後」 の 指 標の 機能

　を 果 た し て い る こ と が わ か る は ず で あ る 。 こ の こ と は 会 話に お け る 時 称 が 「発話

　時」 を基 準 と し た 絶薄 的な 時 間 ，
つ ま り 「現在」 「過去」 「未来」 を表 わ す こ と と き

　わ め て 対 照的 で あ る 。 結局 ，
テ ク ス ト に お い て は

， 会話 に お け る r発話時」 に 相 当

　す る 「書 き時 （読み 時）」 に テ ン ス の 基準 と な る だ け の 力が な い とい うこ と で あ る 。

　　こ の よ うに ， テ ク ス ト に お け る 現在 時称 の 機能 を 「同 時性」， 過 去 時 称 を 「以前

　性」 とそれ ぞれ規定 す る と， 過虫 時称に よ っ て 叙 述 され た 出来事 は ， そ の 出 来事 の

　後 の 視点 か ら の 描写 と な り （そ の 結果 ，
ア オ リ ス ト 的機能や ペ ル フ ・r一ク ト的機能 を

　 もつ よ うに な る），
一方現在 時称 に よ っ て 叙述 された 出来事 は ， そ の 出来 事 の 進 展

　 と同時 に 進 行 す る 視点か ら の 描写 ，
つ ま りそ こ に 登 場 し て い る 人 物 （多 くは 主人

　公）の 視点 か らの 描 写 と な る。

　　その 結果 ， 過去形 か ら現在 形 へ の 時称 の 移 行 に よ っ て
， 出来事 の 叙 述視点 が ， 出

　来 事 と距離を お い た ある 程度 ニ
ュ
ー ｝・ラ ル な客観的 な 視点か ら

， 登場 人物 に 付随 し

　た 視点， つ ま り登場 人物 の 眼 を 通 した 視点へ と移 る と考 え る こ とが で き る 。 後 に ，

　心 理描写 に 現在 形が 好 ん で 用 い られ る よ う に な る の もこ の こ と と関係が あ る と思 わ

　 れ る 。

1鱒　Barthes　 R．　Le　I）θg76　Z6ro　de　L ’Ecriture； Editions　du　 Seuil
，
1953（邦訳 『零

　度 の エ ク リ チ ュ
ー

ル 』 1971年 p．31）； Weinrich　 H ．　 Tempus ．　 Besprochene　 und

　erztihlte 防 踞t　1971 （邦訳 『時制 論』 1982年 P．20）； 細江逸紀 『動詞 時制 の 研究』

　 （新訂 版）篠崎 書林　1973年 P．6 ；MacnoB 　K）．　C 　O喫ρκ4　 no 　 acnercmonoeuza ・

　JL，
1984　（p．182）； ほ か 多数。

鉤　Wolfson （注鱒 p．174）；Wolfson　N ．　 The　Conversational　Historical　 Present

　in　American 　English　Narrative．　Dordrecht
，
1982．

KBonpocy 　o
‘‘

HacTofl 皿 leM　 HcTopHqecKoM
”

BpyccKoM

　　　　　　　　 JIvaTePaTYPI ・IOM 　 fl3blKe

MacyMM 　KMH 皿AHTM

　　　BHacTo 分ロle負 cTaTbe 　 Ha 　 MHorHx 　 KoHKpeTHb1x 　 npHMepax 　 paccMaTpHBaeTc兄
‘‘

HacTofiCUee 　HcTop 幽 ecKoe
”

（H レ1）B 田 HpoKoM 　 cMblcne ∂Toro 　HoH 兄THfi （TepM 田 a）・

Ha 　ocHoBe 　 pe3ynbTaToB　 aHa 」 H3a 　 aTHx 　 naHHb1x 　 BcKpblBaioTcfi 　 HeAocTaTKH 　 o6
’
b・

兄cHeHm ｛　｝｛　HHTepnpeTaHvav 玉　HH 　B　Hpe 双bl双y皿其Hx 　Hcc ．EeAoBaHHth 　no 　rpaMMaT ｝｛Ke

pyCCKoro　fl3blKa．

　　　CTaTbH　双eJIHTc 且　Ha 　3　rJIaBbI レ HocB 分皿 eHHble 　3　TznaM 　Hレ歪，　 H　rJlaBy 　c
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BblBOilaMH.

     B  nepBofi  r"aBe  paccmaTpHBaeTcfl Hlxl, ynoTpe6JeHHoe B  rrpocToHapOnHoii

Pa3roBopHeil peim. I-Ipld gToM  npldBonHTcfi  MHopo  npHMepoB  va3 ApeBHepycCKOrO

9nHueeKoro  npoH3BeneH}Ifi  
"C"oBo

 o RonKy  IilropeBe", NpoH3BelleHHil  ycTHoro

HapoAHoro  TBopzlecTBa  (6hmHHhl, cKa3KH),  6aceH I<pbmoBa H  T. n.

     Bo  BTopoti  rJiaBe  TiilaTe,"bHo  paccMaTp"BaeTcfi HIil, yffoTpe6neHHoe B

xyJ{o>KecTBeHHoti  nHTepaType  I<aK  puTopHgecl<Hn npHeM.  DToT  HpMeM  Mo>KHo

Pa3nenHTb Ha  8 BapHaHToB  Ho  ero  abyHI<llHfiM.
  1) Hlil, yfioTpe6neHHoe npH  rroBecTBoBaHtix  Heo>KHnaHHoro  pa3BepTblBaHxfi

   n"fi Toro,  gTo6bl  nongePKHy'rb  neMy  (HoBoe)s

  2) HP'i, ynoTpe6neHHoe  eJrenoM  3a rnaronoM,  cBfi3aHHblM  co  3HaueHHeM  3peHvafl :

   BX21eTb,  CMOTPeTb,  enfilleTh,  ,,,,  JL""  60nbllleva }KHBOCTM  BblPa>KeHM".

  3) H",  ynoTpe6neHHoe  cnenoM  3a  rJaronoM,  cBst3aHHbiM  co  3HaueHHeM  BOC-

   neMHHaHH"  : BCnOMvaHaTh,  nOMHHTb.

  4) Hi'I, ynoTpe6neHHoe  B aBTopcKoM  fioBecTBoBaHHM  xyJto>KecTBeHHblX  nPo-

   H3Benemdi  Kal< enuHcTBeHHoe  cpellcTBo  "epe21aqH  co6NTmb  BMecTo  npo-

   IIIel[-erO  BPeMeHH.

  5) HM,  yHoTpe6JeHHoe  B Hauane  paccKa3a n"H  o6sflcHeHvag va ycTaHoBneHva"

   ero  I-Iaga"bHoro  lloJIo>KeHH"  Il cl{TyaLzun                                                            '

 6) HI･I, ynoTpe6nemfoe rtnfi o6sncHeHva"  neficTBy}omHx  "va1  B  BMlle  KoMMeH-

   TapMfi.

 7) HIii, ynoTpe6neHHoe  npH  nepeMeueH"H  TozlKn  3peHvaA  B aBTopcKoM  llo-

                                 u e

   BeCTBOBaHHH  OT  BHelllHerO  MHPa  11eHCTBYIOIJ.IHX  naU  Ha  OaHOPO  M3  AeHCT-

   BYnTTIHX  JHU.

 8) HIyl, y"oTpe6neHHoe  uacTo  B  aBTo6HorpaabimecKoM  HoBecTBoBaHHM.

     B TpeTheil  rnaBe  paccMaTpidBaeTc" HlxT, ynoTpe6"eHHoe "p"  ofiHcaHvaH

HCTOPHqeCKHX  C06blTHti  Ha  OCI-IOBe  OlleHOI<  HalllerO  BPeMeHVI.

     B Pe3Y"bTaTe aHa,llI13a  naHHblX  STHX  TPeX  rJaB  MO>KIIO  CI<a3aTb  CneAYIOIIIee  :

1. HIxl o6naAaeT  pa3nHgHblMH opyHKllIrffiNm M llppll'zaeT HoBecTBoBalmro  pa3nHrlHhle

 ol{pacKH,  KaK  cTHnHcTHqecKue,  Tal<  H nc}IxonorHuecKHe.

2. rlpH paccMoTpei-mH HI.I BecbMa  yno6Ho  nenzTb  cHoco6bi  ynoTpe6neHHff HH

 no  fi3biKoBbiM  copepaM  Ha  3 THna:  HI.I, ylloTpe6"eHHoe B npocToHapoAHoB

 pa3roBopl{oti pegH; HIil, ynoTpe6neHHoe  B xyAo>KecTBeHHoth  JIHTepaType  KaK

 pvaTopMllecKvafi fipHeM;  Hlil, ynoTpe6neHHoe npn  orrHcaHmi  HcTopxuecKvax

 co6blTHfi,

3. CpencTBo  o6pa3Hofi  al<TyaJm3allMli  npolue,[LLuzx  co6blTvata--oTo  He  ocHoB-
                                            '

                             
----
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 HaA  opy}IKllua, a TonbKo  oJ[Ha  H3  MHorMx  tpyHKuHva HM.

4. 06[bflcHeHMe MexaHx3Ma  HItl c noMolllbK)  noHflTMtl  
"MoMeHT

 peHll" H  
"TogKa

   oTcqeTa"  Mo)KeT  6biTb goptpeKTHBHblM  "Hlllb  nnfi HIxl B ycTHoB  petm, Ho  gTo

 o6sficHeHHe  He  HoAxonwT  HM  B  xyno>IcecTBeHHon  nncbMeHHoti  peuH. B gToM

 cnyqae  nyqme  o6[bficHmb  HIil c IIoMorllbEo  rloHflT"fl  
"oTHocHTentsHoro

 Bpe-

      )r            t{                            1!

 MeHM  , T. e. OnHOBPeMeHHOCTM  .

5. 06bluHo 3aMeHa  npoulenuJero  BpeMeHn  HacToflIuHM,  l{oTopaH  Hcnonb3yeTC"  B

 KagecTBe  llpHeMa  xyllO)}(eCTBeHHoth  pnvopva{M, cunTaeTcfi  3a  
"BPeMeHH6e"

 nepeMezaeHHe  TogKx  3peHvan  lloBecTBoBaHvaA,  Ho  Ha  caMoM  nene  6oJee yno6Ho
                              e)              tt

 ctmTaTb  ee  3a npocTpaHcTBeHHoe  llepeMerueHHe  ToqKH  3peHHA  fioBecTBoBa-

 HHfi,  T. e. HePeMeLIIeHHe  OT  BHelllHerO  MHPa  nevaCTBYIOLIIUX  nHU  Ha  OAHOI'O  H3

 nezacTByK)uxHx  "H-

6. I'Ipva aHann3e  H}'I, Hcnonb3yeMovo  B  KagecTBe  IIpxeMa  xyno)KecTBeHHOth

 pHTopvaKH, Ba>KHo  paccy}KnaTb c ygeToM cnylllaTeneti  (vHTaTeJIeL"1), a npu

 aHanH3e  Hi.I, Hcno,llb3yenloro  B  upocToHapo21Hok  ycTHoil pegpl, Ba)KHo  pac-

 cy)KAaTb  ,c yqeT.oM noBecTBoBaTeJJH  (nldcaTeglfi).
7. B }-IX, Tlcnonb3yeMQM  B  npocToHapoJLHoth  ycTfioth peHH, HaJLo  o6paTHTb

 OCHOBHOe  BHHMaH}le  }Ia o6paureHne  c cy6heKTHBHocTbK)  noBecTBoBaTe"fi  C

 TOgl<M  3PeHvafi KaTerOPvaH  BPeMeHva,  a He  HaK,roIleHHff
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